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　住んでよかった 私の町 浅
川

　住んでよかった 私の町 浅
川

広報広報

浅川町消防団
春季検閲式での通常点検

町民体育館において行われ
た春季検閲式の様子です。
団員の皆さんは終始、威風
堂々とした姿で望みました。
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春季検閲式
浅川町消防団
春季検閲式
浅川町消防団
春季検閲式
浅川町消防団

　

4
月
21
日
㈰
、
町
民
体
育
館
に

お
い
て
、
町
消
防
関
係
者
や
来
賓

の
方
々
な
ど
約
2
0
0
名
が
出
席

し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
季
節
外
れ
の
雪
が
降
る

中
、
会
場
を
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
町
民
体
育
館
へ
と
変
更
し
、
早

朝
か
ら
江
田
政
之
団
長
の
指
揮
の

も
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
町
長
よ
り
日
頃
の

消
防
団
員
の
活
躍
に
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
、
そ
の
後
、
一
般
協
力
者

や
優
良
火
防
の
家
、
消
防
団
員
表

彰
状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
、
國
井
守

雄
さ
ん
（
荒
町
）
が
代
表
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雪
の
た
め
、
機
械
器
具

点
検
や
分
列
行
進
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
通
常
点
検
は
行

わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
規
律
正

し
い
態
度
で
臨
み
ま
し
た
。

金
成
　

英
起
（
荒
町
）

酒
井
　
　

朗
（
滝
輪
一
区
）

小
宅
　

公
男
（
里
白
石
）

圓
谷
　

正
幸
（
福
貴
作
）

川
音
　

保
義
（
染
）

兼
子
　

裕
喜
（
簑
輪
）

関
根
　

良
治
（
袖
山
）

角
田
　

仁
一
（
東
大
畑
一
区
）

増
子
　

勝
夫
（
東
大
畑
二
区
）

小
室
　

幸
男
（
畑
田
）

江
田
　

正
幸
（
根
岸
）

渡
辺
　

信
幸
（
中
里
）

佐
川
　

浩
一
（
大
草
）

生
田
目
源
寿
（
山
白
石
一
区
）

鈴
木
　
　

昇
（
山
白
石
七
区
）

岡
田
　

辰
夫
（
山
白
石
六
区
）

大
竹
　
　

公
（
小
貫
）

藤
田
　

忠
一
（
太
田
輪
）

塚
原
　

信
男
（
本
町
一
区
）

大
平
　

健
一
（
本
町
二
区
）

國
井
　

守
雄
（
荒
町
）

白
瀬
　
　

清
（
滝
輪
一
区
）

荒
井
　

憲
一
（
滝
輪
二
区
）

我
妻
　

正
信
（
福
貴
作
）

川
音
　

久
男
（
染
）

八
代
　

榮
一
（
簑
輪
）

水
野
　
　

昇
（
東
大
畑
一
区
）

水
野
　

英
雄
（
東
大
畑
二
区
）

緑
川
　

耕
一
（
畑
田
）

会
田
　

和
彦
（
松
野
入
）

鈴
木
　

良
信
（
大
草
）

福
田
　
　

努
（
山
白
石
三
区
）

岡
田
　

長
次
（
山
白
石
六
区
）

瓦
吹
　

和
男
（
小
貫
）

藤
田
　

保
幸
（
太
田
輪
）

一
般
協
力
者
（
感
謝
状
）

優
良
火
防
の
家

（
表
彰
状
・
プ
レ
ー
ト
）

この日は季節はずれの雪でした

一般協力者表彰を授与する金成さん

表
彰
状
・
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

受賞者を代表して謝辞を述べる國井さん
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前
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

蛭
田
　

裕
明

前
第
二
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

藤
田
　

高
広

前
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

小
針
　

久
幸

前
第
四
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

小
濃
　

幸
寿

前
第
五
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

迎
　
　

一
樹

前
第
六
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　

近
藤
　

大
介

平
成
24
年
度
分
団
長

（
感
謝
状
・
記
念
品
）

平成25年度 全国統一防火標語

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま
平成25年度 全国統一防火標語

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま

須藤町長に人員報告をする江田団長須藤町長に人員報告をする江田団長

10年勤続表彰を受ける第五分団第一班水野副班長

無火災分団表彰を受ける平成25年度各分団長

 

第
一
分
団

第
二
班

　

鈴
木
健
太
郎
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
部
　

順
一
（
団
員
）

 

第
二
分
団

第
一
班

　

斉
藤
　

裕
昭
（
団
員
）

第
二
班

　

生
田
目
　

聡
（
団
員
）

　

我
妻
　

秀
義
（
副
班
長
）

第
三
班

　

川
音
　

貴
広
（
団
員
）

　

川
音
　

孝
彦
（
団
員
）

 

第
三
分
団

第
一
班

　

今
泉
　

信
孝
（
副
班
長
）

第
二
班

　

関
根
　

直
紀
（
団
員
）

第
三
班

　

角
田
　
　

章
（
団
員
）

　

酒
井
　
　

強
（
団
員
）

 
第
四
分
団

第
一
班

　

渡
辺
　

健
一
（
団
員
）

 

第
五
分
団

第
一
班

　

水
野
　

健
二
（
副
班
長
）

　

小
山
田
貴
幸
（
機
動
班
長
）

第
二
班

　

鈴
木
　
　

武
（
機
動
班
長
）

　

鈴
木
　

勝
幸
（
団
員
）

第
三
班

　

須
藤
　

大
輔
（
団
員
）

 

第
六
分
団

第
一
班

　

八
木
沼
　

修
（
団
員
）

　

八
木
沼
祐
司
（
団
員
）

優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

 

第
一
分
団

第
一
班

　

本
多
　
　

強
（
副
班
長
）

第
二
班

　

石
塚
　

裕
一
（
団
員
）

　

水
野
　

啓
太
（
団
員
）

　

根
本
　

訓
幸
（
団
員
）

 

第
二
分
団

第
一
班

　

緑
川
　
　

洋
（
団
員
）

　

迎
　
　

浩
司
（
団
員
）

第
三
班

　

川
音
　
　

道
（
団
員
）

　

本
郷
　

政
宗
（
団
員
）

 

第
三
分
団

第
一
班

　

鈴
木
　

照
商
（
機
動
班
長
）

　

小
針
　
　

明
（
団
員
）

第
ニ
班

　

小
針
　

輝
久
（
機
動
班
長
）

勤
続
団
員
（
５
年
勤
続
）

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

 

第
四
分
団

第
一
班

　

江
田
　

信
之
（
班
長
）

　

江
田
　

陽
治
（
団
員
）

第
二
班

　

芳
賀
　

和
仁
（
団
員
）

　

富
永
　

清
広
（
団
員
）

第
四
班

　

久
保
木
貴
志
（
団
員
）

　

須
藤
　

雄
治
（
団
員
）

 

第
五
分
団

第
一
班

　

生
田
目
宏
明
（
班
長
）

 

第
六
分
団

第
二
班

　

坂
本
　

一
八
（
団
員
）

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）
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４
月
６
日
㈯
、
浅
川
駅
舎
待
合
室
に
お

い
て
、
あ
さ
か
わ
未
来
会
の
主
催
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
の
浅
川
駅
に
は
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
大
正
琴
の
演
奏
や
浅
川
町
文
化

財
保
護
審
議
委
員
会
会
長
の
川
音
さ
ん
に

よ
る
〜
わ
が
町
浅
川
の
歴
史
〜
の
お
話
、

紙
芝
居
や
昔
ば
な
し
、
福
寿
会
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
に
は
米
麹
か
ら
作
ら
れ
た
本

格
甘
酒
や
温
か
い
肉
団
子
ス
ー
プ
、
ゴ
マ

ぼ
た
も
ち
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
心
か
ら

温
ま
る
も
て
な
し
が
あ
り
、
皆
様
に
も
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
桜
ま
つ
り

　
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

平
成
25
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
行
政

相
談
委
員
の
田
子
恒
子
さ
ん
（
本
町
２

区
）
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
委

員
は
総
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

永
年
に
渡
り
活
躍
し
た
田
子
さ
ん
に
は
総

務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
４
月
25
日
㈭
に
町
長
室
で
行

わ
れ
、
福
島
県
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り

感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
、
須
藤
町
長
よ
り
感

謝
の
言
葉
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
子
さ
ん
は
平
成
７
年
４
月
に
委
員
に

委
嘱
さ
れ
、
18
年
の
間
、
行
政
に
関
す
る

相
談
の
ほ
か
、
様
々
な
困
り
事
相
談
も
受

け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
業
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
24
年
10
月
に
は
総
務
大
臣
表
彰

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
感
謝
状

　

５
月
１
日
㈬
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
関
根

信
義
さ
ん
（
簑
輪
）
へ
、
法
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支

局
長
よ
り
伝
達
さ
れ
、
須
藤
町
長
よ
り
在

職
中
の
労
苦
と
功
績
に
対
す
る
労
い
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
町
長
の
推
薦
に
よ
り

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
、
関
根
さ
ん
は
平
成

16
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
、悪
徳
商
法
や
多
重
債
務
、い
じ

め
や
家
庭
内
の
問
題
な
ど
か
ら
人
権
を
守

る
た
め
、相
談
な
ど
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

法
務
大
臣
感
謝
状

　

３
月
18
日
㈪
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、

石
川
地
方
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
渡
辺
悦
孝
さ
ん
（
荒

町
）
で
、
平
成
20
年
12
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
ま
で
の
間
、
統
計
事
務
に
従
事
し
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て
優

秀
で
あ
り
、
統
計
精
度
の
向
上
に
つ
い
て

功
績
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
渡
辺
さ
ん
は
統
計
調
査

へ
の
積
極
さ
や
調
査
内
容
の
正
確
さ
、
正

し
い
事
務
処
理
な
ど
を
評
価
さ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。

統
計
功
労
者
表
彰
受
賞
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『
地
域
の
安
全
を
』

　
　
　

防
犯
協
会
総
会
開
催

　

４
月
24
日
㈬
、
防
犯
協
会
（
須
藤
一
夫

会
長
）
総
会
が
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
約
50
名
が
出
席
し
、
近
藤
政

信
石
川
警
察
署
長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
頂

き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
24
年
度
中
の
防
犯
活

動
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
平
成
25
年
度
に

つ
い
て
も
各
種
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
駅
前
防
犯
活

動
と
盆
踊
り
大
会
や
花
火
大
会
時
の
街
頭

活
動
、
年
末
年
始
の
事
件
事
故
防
止
街
頭

活
動
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、
本
年
度
よ

り
町
か
ら
全
額
補
助
と
な
る
防
犯
灯
補
助

金
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
㈫
、
花
火
の
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
お
い
て
、
空
き
巣
被
害
が
増
え
る
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
防
犯
の
家
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
川
警
察
署
生
活
安
全
課
、
浅

川
駐
在
所
、
町
防
犯
協
会
の
関
根
守
さ
ん

（
滝
輪
２
区
長
）
な
ど
が
参
加
し
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
住
宅
を
訪
問
し
て
防

犯
対
策
が
優
秀
な
住
宅
に
は
、
「
防
犯
の

家
マ
ー
ク
」
と
防
犯
対
策
推
進
の
家
の
証

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

暖
か
く
な
り
外
出
が
増
え
る
季
節
で
す
。

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
付
け
る
、
少
し
の
外

出
で
も
施
錠
を
す
る
な
ど
防
犯
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
、
空
き
巣
被
害
に
合
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
空
き
巣
対
策
』

　
　
　
　
　

防
犯
の
家
確
認

　

４
月
12
日
㈮
、
浅
川
中
学
校
の
２
年
生

が
、
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
城
山
公

園
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

道
中
に
あ
る
ゴ
ミ
を
拾
い
つ
つ
浅
川
中

学
校
か
ら
歩
い
て
城
山
を
の
ぼ
り
、
公
園

内
の
ゴ
ミ
だ
け
で
な
く
、
公
園
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
と
小
枝
や
松
ぼ
っ
く
り
な

ど
も
拾
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
桜
の
花
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

城
山
公
園
は
夜
限
定
で
色
鮮
や
か
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
花
火
大
会
で
の
地
雷
火

の
力
強
さ
と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
中
学
校
２
年
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浅
川
中
学
校
生
ゴ
ミ
拾
い

　

５
月
10
日
㈮
、
町
内
の
事
業
所
と
公
民

館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
町
内
事
業
所
と
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
５
回
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
方
は
多
数
お
り
、

血
液
も
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

次
回
は
７
月
12
日
㈮
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

○
大
同
信
号
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

浅
川
事
業
所
様
　

41
名

○
中
央
公
民
館
（
一
般
の
方
）
　
　

７
名

　

当
日
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
の
献
血

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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５
月
４
日
㈯
、
浅
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

浅
川
中
学
校
、
山
白
石
小
学
校
を
会
場
に
、

第
２
回
花
火
の
里
浅
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
（
松
浦
美
記
夫
実
行
委
員
長
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
山
白
石
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
含
め
県
内
各
地
か
ら
24

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
「
大
地
雷
火
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
「
ス
タ
ー
マ
イ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」
に

別
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
ま
し
た
。

　

「
大
地
雷
火
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
山
白
石
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し

ま
し
た
が
、
大
き
な
声
と
元
気
一
杯
の
プ

レ
ー
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ

た
良
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
供
た
ち
の
元
気
な
プ
レ
ー
で

優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

極
真
空
手
大
活
躍
!!

・
極
真
館
型
競
技
大
会
３
位
入
賞
!!

　

２
月
17
日
㈰
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第
９
回
極
真
館
型
競
技
錬
成

大
会
（
極
真
空
手
道
連
盟 

極
真
館 

技
術

委
員
会
主
催
）
に
お
い
て
、
関
根
猛
人
さ

ん
（
本
町
２
区
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　

関
根
さ
ん
が
出
場
し
た
の
は
、
小
学
５

年
初
級
の
部
で
、
福
島
県
各
地
か
ら
参
加

者
の
集
ま
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
見
事
勝
ち

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
会
入
賞
を
目
指
し
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
全
日
本
空
手
道
選
手
権
入
賞
!!

　

４
月
28
日
㈰
、
埼
玉
県
戸
田
市
、
戸
田

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
全
日
本

青
少
年
型
競
技
空
手
道
選
手
権
（
極
真
空

手
連
盟 

極
真
館
主
催
）
の
高
校
生
男
子

の
部
に
お
い
て
、
白
河
高
校
１
年
の
須
藤

三
成
さ
ん
（
松
野
入
）
が 

４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
㈭
に
は
、
役
場
を
訪
れ
、
須

藤
町
長
に
入
賞
の
報
告
を
し
、
須
藤
町
長

の
激
励
に
対
し
「
練
習
を
も
っ
と
積
み
、

全
国
一
を
目
指
し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
は
小
学
２
年
か
ら
空
手
を
始

め
、
毎
週
火
曜
日
に
町
の
武
道
館
で
練
習

を
積
み
、
出
稽
古
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

 

全
国
一
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

花
火
の
里
浅
川

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

５
月
13
日
㈪
、
い
わ
き
石
川
青
年
会
議

所
（
滝
口
一
也
理
事
長
）
の
主
催
に
よ
り

第
31
回
の
交
通
安
全
教
室
が
㈱
石
川
自
動

車
教
習
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
石
川
郡
内
の

小
学
一
年
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
石
川
郡
内
か
ら
18
校
が
参

加
し
、
浅
川
町
か
ら
も
３
校
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

教
室
で
は
、
実
際
に
横
断
歩
道
の
渡
り

方
や
自
動
車
の
死
角
、
信
号
の
あ
る
交
差

点
で
の
注
意
点
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
は

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
交
通
安
全
ク
イ
ズ
や

緊
急
車
両
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
遊
び
に
よ
る
飛
び
出
し
事
故
の
寸

劇
も
行
わ
れ
、
児
童
達
に
正
し
い
横
断
の

仕
方
な
ど
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
児
童
対
象

　
　
　

交
通
安
全
教
室
開
催
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▶年齢は?　２５歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　父、母、弟３人、猫
▶趣味は?　釣り、野球
▶今 欲しいものは?　家
▶楽しかった思い出は?　みんな独身だった頃
▶どんなスポーツが好きですか？　野球
▶プチ将来は？　プチ金持ち

▶町の印象は？　田んぼがいっぱい
▶何か一言どうぞ　守男！次よろしく！！

▶年齢は?　３４歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　夫と長女と次女です
▶趣味は?　ショッピングです
▶今 欲しいものは?　マイホーム
▶楽しかった思い出は?　ハワイに行ったこと

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.276

▶次回は、二瓶絢子 さん（荒町）の予定です

▶次回は、薄井守男 さん（小貫）の予定です

矢部  幸子さん（荒町）

小松  貴行さん（東大畑２区）
たか ゆき

さち こ

▶どんなスポーツが好きですか?

　バスケ(応援ですが・・・)
▶プチ将来は？　何処かに家族旅行に行きたいです
▶町の印象は？　静かな町
▶何か一言どうぞ　じゅんちゃん よろしくね!!
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いつまでもお元気で 祝米寿

●趣味は？
　特にありません
●特技は？
　ゲートボールです
●戦時中の思い出は？
　食べ物がなくて苦労しました
●若い頃、楽しかった思い出は？
　同級生で行った温泉旅行です
●毎日何をしていますか？
　普段はテレビを見ていますが、
　天気のいい日は草むしりをしています
●町の印象は？
　静かで住みよい町です
●何か一言どうぞ
　家族にはいつもお世話をしてもらい、
　とても感謝しています

小室キイさん（里白石）
●趣味は？
　ラジオを聞くことです
●特技は？
　昔は習字が得意でした
●戦時中の思い出は？
　B-29がとにかく怖かった
●若い頃、楽しかった思い出は？
　友達との温泉旅行
●毎日何をしていますか？
　テレビを見たり、ラジオを聞いたり
●町の印象は？
　浅川町はやさしいイメージで良いです
●何か一言どうぞ
　ひ孫にいつまでもお年玉を
　手渡しであげたい

小松三枝子さん（山白石四区）

　関根 勝彦・茜夫妻（本町２区）に誕生した
第２子、篤人（あつと）くん、
第３子、隼人（はやと）くんです。
（平成25年2月18日生まれ、男の子）

～メッセージ～
　2人で仲良く元気に育ってほしい。
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【つどいの広場・育児相談】
　日時及び場所　６月１１日（火）　７月９日（火）
　　　　　　　　午前９時30分～11時３０分 保健センター
　○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
　○身長・体重の測定ができます。
【にこにこ広場】
　日時及び場所　６月２５日（火）　午前１０時～１１時　浅川保育所
　○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。
【みんなといっしょの広場】
　日時及び場所　７月２日（火）　午前１０時～１１時　浅川幼稚園
　○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。

おおたけゆうとくん（１６回）・まつざきほなみちゃん（１６回）・ふじたひよりちゃん（１３回）
わちしょうまくん（１２回）・わちあずさちゃん（１２回）・せきねるいちゃん（１２回）
わがつまえいとくん（１２回）・さとうみゆちゃん（１０回）・すわだいきくん（１０回）
つのだひとしくん（１０回）

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。
３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

７月１１日（木）

７月１２日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２５年３月～４月生

７月３０日（火）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２２年３月～４月生

次回は８月２日（金）

７月４日（木）

日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

６月２７日（木）
午後1：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２５年３月生 平成２４年６月～７月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成2４年10月～１１月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

【乳幼児のあそびの場】

平成２４年度つどいの広場（にこにこ広場、みんなといっしょの広場を含む）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０回以上参加したお友達

日程及び場所　６月２６日（水）（予約制）　保健センター
●相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（電話３６－４７２２）
●相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

【心の健康相談】

　平成２５年度は、保健センターで実施する集団接種は計画しておりません。保護者の方が医療機関に予
約し、個別で接種を受けるようになります。お子さんの体調や接種間隔にご注意ください。

【予防接種】

◎「参加カード」をご持参ください。
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平成2５年度がん検診等の実施計画
　標記のことについて、下記のとおり計画しています。積極的に受診されますようよろしくお願いいたし
ます。くわしくは、「平成２５年度健康カレンダー」にも記載してありますのでご覧ください。

検診名 対象者 検診内容 日時及び会場

子宮頸がん検診 20歳以上の女性

30歳～39歳の女性

40歳～49歳の女性

50歳～59歳の女性

60歳以上の女性

問診・視触診・
マンモグラフィ2方向

問診・バリウム服用
によるレントゲン間接撮影

問診・胸部レントゲン間接撮影

問診・便潜血反応検査
（2日間）

血液検査
（前立腺腫瘍マーカー検査）

問診・血液検査
（Ｂ型、Ｃ型肝炎検査）

問診・喀たん検査

問診・胸部レントゲン間接撮影

問診・超音波による骨量測定

問診・視触診・
マンモグラフィ１方向

問診・マンモグラフィ１方向

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

65歳以上の方

ハイリスク者
（該当条件あり）

50歳以上の男性
(治療中の方は対象外）

40歳以上の方で
該当する方
（該当条件あり）

対象地区に住む
30歳以上の女性

問診・視診・細胞診

問診・視触診・超音波検査

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

結核検診

骨粗しょう症検診

※特定健康診査は、国民健康保険の加入者を対象に、９月３０日（月）から１０月８日（火）（１０月５日を除く）
　に実施します。

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査

乳がん検診 
（４０歳以上の方は
隔年で受診）

　１１月　６日（水）
　１１月　７日（木）
　１１月１８日（月）
　１１月２１日（木）
　１１月２７日（水）
　１２月　４日（水）
　１２月１２日（木） 
　　　（完全予約制）
 浅川町保健センター

　　９月３０日（月）
　１０月　１日（火）
　１０月　２日（水）
　１０月　３日（木）
　１０月　４日（金）
　１０月　６日（日）
　１０月　７日（月）
　１０月　８日（火）
　浅川町保健センター
ただし
１０月 ７日（月）は
山白石多目的研修センター
１０月 ８日（火）は
里白石北部集会センター

子宮がん検診と同日

　　９月１０日（火）
　　９月２７日（金）
浅川町保健センター

医療機関は受診されましたか。「毎年のこと」と自己判断するのは
大変危険です。すぐに医療機関を受診してください。

～平成24年度のがん検診で精密検査になったみなさまへ～
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（前立腺腫瘍マーカー検査）

問診・血液検査
（Ｂ型、Ｃ型肝炎検査）

問診・喀たん検査

問診・胸部レントゲン間接撮影

問診・超音波による骨量測定

問診・視触診・
マンモグラフィ１方向

問診・マンモグラフィ１方向

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

65歳以上の方

ハイリスク者
（該当条件あり）

50歳以上の男性
(治療中の方は対象外）

40歳以上の方で
該当する方
（該当条件あり）

対象地区に住む
30歳以上の女性

問診・視診・細胞診

問診・視触診・超音波検査

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

結核検診

骨粗しょう症検診

※特定健康診査は、国民健康保険の加入者を対象に、９月３０日（月）から１０月８日（火）（１０月５日を除く）
　に実施します。

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査

乳がん検診 
（４０歳以上の方は
隔年で受診）

　１１月　６日（水）
　１１月　７日（木）
　１１月１８日（月）
　１１月２１日（木）
　１１月２７日（水）
　１２月　４日（水）
　１２月１２日（木） 
　　　（完全予約制）
 浅川町保健センター

　　９月３０日（月）
　１０月　１日（火）
　１０月　２日（水）
　１０月　３日（木）
　１０月　４日（金）
　１０月　６日（日）
　１０月　７日（月）
　１０月　８日（火）
　浅川町保健センター
ただし
１０月 ７日（月）は
山白石多目的研修センター
１０月 ８日（火）は
里白石北部集会センター

子宮がん検診と同日

　　９月１０日（火）
　　９月２７日（金）
浅川町保健センター

医療機関は受診されましたか。「毎年のこと」と自己判断するのは
大変危険です。すぐに医療機関を受診してください。

～平成24年度のがん検診で精密検査になったみなさまへ～
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　特に、予防接種を受ける機会がなく免疫をもっていない年代とされる、２０代
後半から４０代男性が多くかかっています。風しんは（三日はしか）風しんウイ
ルスによって感染します。くしゃみ・鼻水・咳等などの飛沫でうつり、軽い風邪
症状から始まり、発熱・発疹・後頭部リンパ節の腫れなどが主症状です。感染し
ても無症状のまま免疫ができる人もいます。
　子供は軽くすむことが多いのですが、まれに、脳炎や血小板減少性紫斑病など
重症になることもあります。現在の予防接種法では、第１期（１歳～２歳の間）
と第２期（幼稚園年長の年の１年間）の計２回、予防接種をする機会があります
ので、対象の方は早めに接種を受けるようにしましょう。
　また、妊娠初期にかかると、先天性風疹症候群（心奇形・白内障・聴力障害）
の赤ちゃんが産まれる確率が高くなるため、本人ばかりでなくご家族も注意が必
要です。感染防止には、予防接種が効果的です。成人の場合、抗体検査や接種費
用は医療機関によって異なります。

　子どもたちに、ぜんそくやアトピー性皮膚炎など、生活環境の中にある物質が原因の一つと考えられる
病気が増えています。
　環境省ではその原因を明らかにし、病気の予防に役立つ対策を立てるほか、子供が健やかに育つための
環境を整備するために、２０１１年１月から全国１０万人を目標に妊婦さんの参加募集と調査を開始しま
した。福島県では、エコチル調査福島ユニットセンター（福島県立医科大学内）が県内の全市町村を対象
に実施しています。

○対 象 者：福島県内に住民登録がなされており、今後も日本国内にお住まいの予定で、エコチル調査に
　　　　　　協力している産婦人科（協力医療機関）で出産予定の妊婦さんとその赤ちゃん、お父さん
○募集期間：２０１１年１月末から２０１４年３月末まで
○調査期間：妊娠初期からお子さんが１３歳になるまで

昨年に引き続き、
今年も関東を中心に
全国的に風疹が流行しています。

風
疹
が
流
行
し
て
ま
す

風
疹
が
流
行
し
て
ま
す

『子供の健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）』に
　ご協力をお願いします

※お父さんの採血・質問票は、「妊娠初期～出産時～生後1カ月」のどこかで1回実施

妊娠中 出産時 生後１カ月 生後６カ月～１３歳になるまで
お母さん
赤ちゃん
お父さん

採血・採尿・質問票調査

採血・質問票調査

臍帯血採取・採血・毛髪採取
ろ紙採血

母乳採取・質問票調査
毛髪採取 半年に1回質問票調査など

〈お問い合わせ先〉
エコチル調査福島ユニットセンター
専用フリーダイヤル　☎0120-327-735　（平日９：00～17：00）

〈エコチル調査ホームページ〉
福島ユニットセンター http://www.ecochil-fukushima.jp/
環境省 http://www.env.go.jp/chemi/ceh/

福島では、15,900人の参加者を募集しています。
あなたの赤ちゃんと未来の子どもたちのために、「エコチル調査」へのご協力をお願いいたします。
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　今年、積極的に接種を勧奨するお子さん（今年、規定回数を接種することが望ましいとされる方）は、
下記のとおりです。各医療機関に予約のうえ接種を受けるようしましょう。
○積極的勧奨児：今年度３歳と４歳になるお子さん及び小学３年生及び４年生のお子さん
　　　　　　　　今年度１８歳になるお子さん（平成７年４月２日～平成８年４月１日）
○接 種 回 数：１期３回（今年２回 １年後１回）
　　　　　　　　２期１回（１期接種後から４～５年後が望ましい）の計４回
○接 種 方 法：各医療機関での個別接種
○持参する物：母子健康手帳・予診票・保険証等
○そ　の　他：お子さんの母子健康手帳で、接種回数をよくご確認ください。予診票がない場合は、保
　　　　　　　　健センターにとりにきてください。
　　　　　　　　上記以外でも、特例対象児（平成７年４月２日～平成１９年４月１日）及び３歳～７歳半未満
　　　　　　　　のお子さんは、日本脳炎を接種することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浅川町保健センター　電話３６－４７２２）

　石川郡では、県の基金を活用し、心
の健康やうつ・自殺対策に関する講演
会を年１回開催し、今回で４回目とな
ります。
　今年は、あらためて一人ひとりが
「命」と向き合い、かけがえのない
「命」を地域全体で守り、ともに支え
合うことの大切さについて考えたいと
思います。一人ひとりが、心穏やかに
毎日を過ごすことができるよう、講演
会と癒しのコンサートを開催いたしま
す。入場は無料です。
　多数の皆様のご来場をお待ちしてお
ります。
　　　　　　　【お問い合せ】
　　　　　　　　浅川町保健センター
　　　　　　　　☎３６－４７２２

～心のケア、ご参加ください～

日本脳炎の接種について
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浅川町地域包括支援センターです！

地域包括支援センターってどんなところ？
　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の皆さんを介護・福祉・健康・医療などさまざまな面から
総合的に支援する機関です。

場 所　浅川町大字浅川字大明塚１１４－２８（浅川町保健センター内）
電 話　３６－４７２３（または３６－４７２２）

高齢者のみなさんやその家族、
近隣で暮らす方々からのあらゆるご相談に応じます
●介護に関する相談や心配ごと

●医療や健康に関すること

●福祉や生活に関すること

●高齢者虐待や消費者被害などの権利擁護に関すること

介護予防のための支援を行っています
●高齢者サロンの立ち上げや活動の支援

●生きがいづくりのためのボランティア支援や研修会

●介護者家族の教室

●認知症サポーター養成講座 など

介護保険サービス利用に関する
ご相談に応じます
●介護保険サービス利用の申請

●介護保険サービスの説明

●介護者の相談

●ケアプランの作成

　など介護サービス全般に関する相談

　に対応します

地域包括支援センターの職員は？
●主任介護支援専門員（主任ケアマネージャー）

●社会福祉士（ケアマネージャー）の２人の職員が常勤しています

こんにちは

ち いきほうかつ し えん

お気軽にご相談
ください。

【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２



広報あさかわ　2013.6　14

　６月はシートベルト着用強化月間です。
　交通ルールの遵守と交通事故発生の被害軽減を図るため、正しいシートベルト、チャイルドシー
トの着用を徹底しましょう!!

シートベルト着用強化月間！！シートベルト着用強化月間！！シートベルト着用強化月間！！

　後部座席のシートベルト着用も法律で義務付けられ
ています。後部座席だから「シートベルトを着用しな
くてもいい」という認識は間違いです！
　また、シートベルト非着用の死亡事故の多くは、ベ
ルトを正しく着用していれば、被害軽減効果があった
と分析されています。

　平成24年の10月に実施された、警察とJAFの合同調査の結果、全国では着用率の向
上が見られる中、本県におけるシートベルト着用状況は、前年より着用率が低下し、そ
の上、ほぼ全ての座席で全国平均を下回りました。
１ 県内の一般道路のシートベルト着用状況（平成２４年１０月調査）

２ 県内の高速道路のシートベルト着用状況（平成２４年１０月調査）

県内のシートベルト着用率

後部座席のシートベルト着用って必要なの？

車に乗ったらシートベルト！

区　分 着用率（前年比） 全国着用率 東北６県順位 全国順位
運転者

助手席同乗者
後部座席同乗者

96.3％（－1.2pt）
82.0％（－6.7pt）
27.3％（－6.0pt）

97.7％（+0.2pt）
93.2％（+0.5pt）
33.2％（±0pt）

最下位
最下位

ワースト3位

ワースト5位
最下位

ワースト14位

区　分 着用率（前年比） 全国着用率 東北６県順位 全国順位
運転者

助手席同乗者
後部座席同乗者

99.2％(±0pt)
98.1％(－0.1pt)
57.2％(＋4.4pt)

99.5％(＋0.2pt)
97.7％(＋0.4pt)
65.4％(＋1.9pt)

最下位
最下位

ワースト2位

ワースト8位
ワースト27位
ワースト14位
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　この届は、毎年6月1日における児童の状況等を記載し、児童手当を引き続き受けられるかどうかを確認するた
めのものです。現況届を期限までに提出しないと6月分以降の手当が受けられなくなりますので忘れずに提出して
ください。(※現況届の用紙は、該当する方に6月上旬に郵送しますので、6月中に提出してください。)
　児童手当の支給額(月額・一人あたり)は、年齢・所得などに応じて5,000円から15,000円です。
　詳しくは、お問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】保健福祉課　☎36-4123

～児童手当現況届の提出をお願いします!!～

　今年度も町内一斉に実施いたします。河川・道路に捨てられた空き缶や空き瓶、ビニール、紙くずなどの回収や
道路、堤防などの雑木、雑草の刈払いを行いますのでご協力をお願いします。
　なお、バイク、自転車、タイヤ、バッテリー、粗大ゴミ、特定家電４品目（冷蔵庫、エアコン、洗濯機、テレ
ビ）、パソコン等は回収しませんのでご注意ください。
　○日　　時　７月７日（日）　午前５時３０分～６時３０分
　○場　　所　各行政区の指定場所
　○持 参 物　草刈機、鎌、手袋など ※ゴミ袋は、事前に町より配布いたします。
　○そ の 他　ケガのないよう十分注意のうえお願いします。　　　　【問い合わせ】建設水道課　☎36-1184
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　民　課　☎36-4124

～クリーンアップ作戦にご協力ください!!～

　自然豊かな雲五郎山周辺及び町内をハイキングしてみま
せんか。
　山頂では山開き式・地雷火太鼓演奏・石川郡よさこい踊
り隊による踊り・すいとん汁提供(無料)をする予定です。
健康増進のためにも、ぜひご参加ください
　○日　　時　６月３０日（日）　午前９時出発
　○集合場所　吉田富三記念館駐車場
　　　　　　　（隣接する浅川町地域福祉センターにて
　　　　　　　午前８時から受付）
　○コ ー ス　浅川町地域福祉センター～城山山頂～
　　　　　　　雲五郎山山頂（山頂まで約6.25km）
　○申し込み　保健福祉課まで電話又はご来庁のうえお申
　　　　　　　し込みください。
　【申し込み・問い合わせ】 保健福祉課 ☎36-4123

～雲五郎山山開き健康ハイキングを開催します～
　町盆栽・野草愛好会員の作品を多数展示いたします
ので、出展を希望される方はお申し込みください。
　○日　　時　６月１５日（土）～６月１６日（日）
　　　　　　　午前９時～午後４時
　○場　　所　中央公民館大ホール
　○募集要件 出展数の制限はなく、町内・外を問わ
　　　　　　　ずどなたでも出展できます。
　　　　　　　作品の搬入・搬出は出展者が行ってく
　　　　　　　ださい。
　○受付期限　６月１４日（金）午前中
　○そ の 他　作品の管理は主催者が行います。
　【申し込み・問い合わせ】 中央公民館 ☎36-2134

～さつき・野草展を開催します～

　福島第一原発事故に伴う放射能汚染で、小さなお子さんを安心して遊ばせる場所がない方のために、町では
「コミュニティセンター」（地域福祉センター隣）を毎日開放しています。
○開放時間
　火・水・木・土・日曜日、祝祭日………午前９時から午後４時まで
　月・金曜日…………………………………午後１時から４時まで
○使用方法
　・平日は、コミュニティセンターに隣接している地域福祉センター、土・日・祝祭日は、吉田富三記念館の事務
　　所より入口の鍵を借りてから使用してください。
　・お帰りの際は、必ず鍵を閉め借りた事務所へ鍵をお返しください。
　・使用にあたり、備え付けの使用簿に必要事項をご記入ください。
　・必ず保護者同伴で、遊具などは各自持参してください。
　・ごみの持ち帰りにご協力ください。
○そ の 他
　施設内にある物品等には手を触れないでください。また、使用に伴う
　事故等には責任を負いかねますのでご了承ください。　　　　　　　【問い合わせ】 保健福祉課 ☎36-4123

～コミュニティセンターを開放しています!～
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精
神
面
で
の
悩
み
を
持
つ
方
、
心

の
病
気
や
精
神
障
が
い
が
あ
っ
て

困
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
そ
の
家
族

の
方
の
相
談
を
専
門
の
医
師
が
お
受

け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
〜
青
年
期
の
ひ
き

こ
も
り
、
発
達
障
害
（
主
に
成
人
）
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
嗜
癖
）
、
う
つ

病
、
自
死
遺
族
等
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

○
相
談
月
日
、
内
容

○
相
談
場
所

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

※

事
前
に
予
約
の
う
え
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
支
援
チ
ー
ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

東
日
本
大
震
災
や
津
波
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
々
や
そ
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
?

・
最
近
、な
ん
だ
か
眠
り
が
浅
い…

。

　

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
増
え

　

た
気
が
す
る
。

・
以
前
と
比
べ
る
と
、
食
欲
が
落
ち

　

た
か
も
し
れ
な
い
。
体
重
が
増
え

　

た
り
減
っ
た
り
す
る…

。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
驚
い
て
ド

　

キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な
っ
た

　

り
す
る…

。

・
災
害
時
に
体
験
し
た
こ
と
や
そ
の

　

時
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
、
辛

　

く
な
る
こ
と
が
あ
る…

。

　

ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
悩
み
、
専
門
の
相
談
員
が
お

受
け
い
た
し
ま
す
。

○
被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン

☎
0
2
4-

5
3
1-

6
5
2
2

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

5
3
5-

8
6
3
9

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
場
所
等

県
庁
県
民
広
聴
室

　
　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
0
2
4-

5
2
1-

4
2
8
1

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
巡
回
相
談

　

交
通
事
故
相
談
員
が
地
域
に
出
向

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
日
程
・
会

場
を
ご
確
認
の
う
え
事
前
に
予
約
を

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
（
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、

相
談
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
）

※
予
約
受
付
先

県
庁
県
民
広
聴
室

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
0
2
4-
5
2
1-

4
2
8
1

※

巡
回
相
談
日
程

　

（
４
〜
９
月
分
）

◇
県
中
地
方
振
興
局

　

（
郡
山
合
同
庁
舎
）

　

６
月
４
日
㈫

　

７
月
２
日
㈫

　

８
月
６
日
㈫

　

９
月
３
日
㈫

◇
県
南
地
方
振
興
局

（
白
河
合
同
庁
舎
）

　

６
月
18
日
㈫

　

８
月
20
日
㈫

※

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
）

　

６
月
６
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

６
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
〈
祝
祭
日
を
除

く
〉
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
福

島
民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
の
皆
さ
ん
を
「
し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
」
と
し
て
表
彰
し
、
表
彰
状
と

記
念
の
〝
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル
〞
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
金
婚
夫
婦

　

昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
金
婚
50
年

を
迎
え
た
夫
婦
。
ま
た
、
前
回
ま
で

に
自
己
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

受
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

７
月
19
日
㈮
ま
で

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
老
人

ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
役
場
保
健
福
祉

課
・
福
島
民
報
社
本
社
・
郡
山
支

店
・
支
社
・
支
局
・
福
島
民
報
販
売

店
に
あ
り
ま
す
。

○
表
彰
状
の
伝
達

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
4
7-

3
6-

3
1
6
3

福
島
民
報
社
事
業
部

☎
0
2
4-

5
3
1-

4
1
7
1

心
の
健
康
相
談

交
通
事
故
相
談

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〜
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
〜

相 談

無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰

募 集

　
　
　
　
　
　

全
般
、

　
　
　
　
　
　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

７
月
11
日
㈭
　

全
般

８
月
９
日
㈮
　

全
般
、
思
春
期

９
月
24
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

10
月
23
日
㈭
　

全
般
、
老
人

　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　

12
月
12
日
㈭
　

全
般

平
成
26
年

１
月
28
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

２
月
10
日
㈪
　

全
般
、
思
春
期

３
月
３
日
㈪
　

全
般
、
思
春
期

３
月
19
日
㈬
　

全
般
、
老
人

６
月
13
日
㈭

11
月
14
日
㈭

全
般
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
４
年

以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈯
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

近
年
に
お
け
る
電
波
利
用
は
、
消

防
・
救
急
、
鉄
道
・
航
空
、
警
察
無

線
等
、
国
民
の
生
命
・
財
産
の
保
全

に
直
結
す
る
通
信
手
段
の
み
な
ら
ず
、

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

６
月
１
日
〜
10
日
ま
で
を
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
と
し

て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
人
命
に
関
わ
る
重
要

な
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
達
の

生
活
を
脅
か
し
ま
す
。
良
好
な
電
波

利
用
環
境
を
保
護
す
る
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
省
東
北
通
信

局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

☎
0
2
2-

2
2
1-

0
6
4
1

　

不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、
廃
棄

物
か
ら
有
害
物
質
を
含
ん
だ
汚
水
が

地
中
に
染
み
出
し
、
地
下
水
を
汚
染

す
る
な
ど
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
旦
汚
染
さ
れ
る
と
、
元
の
環
境

状
態
に
戻
す
の
に
長
い
時
間
と
莫
大

な
費
用
が
か
か
り
経
済
的
な
損
失
も

計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
法
投
棄
は
未
然
防

止
と
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
な
こ

と
か
ら
、
福
島
県
で
は
６
月
と
９
月

を
不
法
投
棄
防
止
月
間
と
定
め
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
不
法
投

棄
の
未
然
防
止
に
向
け
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
庁
生
活
環
境
部
産
業
廃
棄
物
課

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
2
5
9

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
の
方
々
に
労
働
保
険
料

（
前
年
度
確
定
保
険
料
と
当
年
度
概

算
保
険
料
）
の
申
告
・
納
付
手
続
き

を
自
主
的
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日
㈬
で

す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島

労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

労
働
局
法
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
4-

5
3
6-

4
6
0
7

　

県
内
で
警
察
官
を
名
乗
る
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
審
電

話
・
不
審
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
電
話
に
は
注
意
！

・
あ
な
た
の
口
座
が
振
り
込
め
詐
欺

グ
ル
ー
プ
に
使
わ
れ
た
の
で
、
銀
行

協
会
に
連
絡
し
て
凍
結
し
ま
す
。

・
個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
ま
す
。

・
あ
な
た
の
口
座
が
詐
欺
罪
に
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、
口
座
を
凍
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
電
話
、
不
審
者
の
来
訪
に
は
、

次
の
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
不
審
電
話
対
策

・
警
察
官
や
県
職
員
、
金
融
機
関
関

係
者
が
電
話
で
口
座
情
報
を
聞
き
出

す
こ
と
は
な
い
の
で
、
絶
対
に
教
え

な
い
。

・
相
手
が
申
し
立
て
た
名
前
や
連
絡

先
を
メ
モ
し
、
実
在
の
会
社
、
人
物

で
あ
る
か
確
認
す
る
。

○
不
審
者
来
訪
対
策

・
警
察
官
を
含
め
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
自
宅
に
出
向
い
て
預

か
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
絶

対
に
預
け
な
い
。

　

不
審
電
話
を
受
け
た
時
や
、
口
座

の
こ
と
で
不
審
者
が
自
宅
を
訪
問
し

て
き
た
ら
す
ぐ
に
警
察
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

石
川
警
察
署
刑
事
課

☎
0
2
4
7-

2
6-

2
1
9
1

　

暴
走
行
為
、
過
積
載
を
目
的
と
し

た
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅
か
し

道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音

等
の
環
境
悪
化
の
要
因
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
自
動
車
部
品
の

取
付
け
や
取
外
し
に
よ
る
保
安
基
準

に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
、
違
法
で

あ
る
と
の
認
識
が
な
い
ま
ま
に
改
造

を
行
っ
て
い
る
使
用
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
排
除
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
両
の

安
全
確
保
・
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、

６
月
に
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
展
開
し
、
強
化
月
間
と
し

て
国
土
交
通
省
及
び
自
動
車
関
係
32

団
体
で
構
成
す
る
「
不
正
改
造
防
止

推
進
協
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
機
関
と
協
力
し
重
点
的
に
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸

支
局
検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

☎
0
2
4-

5
4
6-

0
3
4
2

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

電
波
利
用
環
境
保
護

　

周
知
啓
発
強
化
期
間

不
法
投
棄
防
止

　
　
　
　
　

強
化
月
間

放
送
大
学

　

10
月
生
の
募
集

不
正
改
造
車
を
排
除

　
　
　
　
　

強
化
月
間

その他

ストップ・ザ・不正改造
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精
神
面
で
の
悩
み
を
持
つ
方
、
心

の
病
気
や
精
神
障
が
い
が
あ
っ
て

困
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
そ
の
家
族

の
方
の
相
談
を
専
門
の
医
師
が
お
受

け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
〜
青
年
期
の
ひ
き

こ
も
り
、
発
達
障
害
（
主
に
成
人
）
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
嗜
癖
）
、
う
つ

病
、
自
死
遺
族
等
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

○
相
談
月
日
、
内
容

○
相
談
場
所

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

※

事
前
に
予
約
の
う
え
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
支
援
チ
ー
ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

東
日
本
大
震
災
や
津
波
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
々
や
そ
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
?

・
最
近
、な
ん
だ
か
眠
り
が
浅
い…

。

　

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
増
え

　

た
気
が
す
る
。

・
以
前
と
比
べ
る
と
、
食
欲
が
落
ち

　

た
か
も
し
れ
な
い
。
体
重
が
増
え

　

た
り
減
っ
た
り
す
る…

。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
驚
い
て
ド

　

キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な
っ
た

　

り
す
る…

。

・
災
害
時
に
体
験
し
た
こ
と
や
そ
の

　

時
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
、
辛

　

く
な
る
こ
と
が
あ
る…

。

　

ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
悩
み
、
専
門
の
相
談
員
が
お

受
け
い
た
し
ま
す
。

○
被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン

☎
0
2
4-

5
3
1-

6
5
2
2

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

5
3
5-

8
6
3
9

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
場
所
等

県
庁
県
民
広
聴
室

　
　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
0
2
4-

5
2
1-

4
2
8
1

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
巡
回
相
談

　

交
通
事
故
相
談
員
が
地
域
に
出
向

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
日
程
・
会

場
を
ご
確
認
の
う
え
事
前
に
予
約
を

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
（
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、

相
談
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
）

※

予
約
受
付
先

県
庁
県
民
広
聴
室

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
0
2
4-

5
2
1-

4
2
8
1

※

巡
回
相
談
日
程

　

（
４
〜
９
月
分
）

◇
県
中
地
方
振
興
局

　

（
郡
山
合
同
庁
舎
）

　

６
月
４
日
㈫

　

７
月
２
日
㈫

　

８
月
６
日
㈫

　

９
月
３
日
㈫

◇
県
南
地
方
振
興
局

（
白
河
合
同
庁
舎
）

　

６
月
18
日
㈫

　

８
月
20
日
㈫

※

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
）

　

６
月
６
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

６
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
〈
祝
祭
日
を
除

く
〉
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
福

島
民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
の
皆
さ
ん
を
「
し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
」
と
し
て
表
彰
し
、
表
彰
状
と

記
念
の
〝
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル
〞
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
金
婚
夫
婦

　

昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
金
婚
50
年

を
迎
え
た
夫
婦
。
ま
た
、
前
回
ま
で

に
自
己
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

受
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

７
月
19
日
㈮
ま
で

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
老
人

ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
役
場
保
健
福
祉

課
・
福
島
民
報
社
本
社
・
郡
山
支

店
・
支
社
・
支
局
・
福
島
民
報
販
売

店
に
あ
り
ま
す
。

○
表
彰
状
の
伝
達

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
4
7-

3
6-

3
1
6
3

福
島
民
報
社
事
業
部

☎
0
2
4-

5
3
1-

4
1
7
1

心
の
健
康
相
談

交
通
事
故
相
談

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〜
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
〜

相 談

無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰

募 集

　
　
　
　
　
　

全
般
、

　
　
　
　
　
　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

７
月
11
日
㈭
　

全
般

８
月
９
日
㈮
　

全
般
、
思
春
期

９
月
24
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

10
月
23
日
㈭
　

全
般
、
老
人

　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　

12
月
12
日
㈭
　

全
般

平
成
26
年

１
月
28
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

２
月
10
日
㈪
　

全
般
、
思
春
期

３
月
３
日
㈪
　

全
般
、
思
春
期

３
月
19
日
㈬
　

全
般
、
老
人

６
月
13
日
㈭

11
月
14
日
㈭

全
般
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
４
年

以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈯
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

近
年
に
お
け
る
電
波
利
用
は
、
消

防
・
救
急
、
鉄
道
・
航
空
、
警
察
無

線
等
、
国
民
の
生
命
・
財
産
の
保
全

に
直
結
す
る
通
信
手
段
の
み
な
ら
ず
、

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

６
月
１
日
〜
10
日
ま
で
を
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
と
し

て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
人
命
に
関
わ
る
重
要

な
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
達
の

生
活
を
脅
か
し
ま
す
。
良
好
な
電
波

利
用
環
境
を
保
護
す
る
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
省
東
北
通
信

局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

☎
0
2
2-

2
2
1-

0
6
4
1

　

不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、
廃
棄

物
か
ら
有
害
物
質
を
含
ん
だ
汚
水
が

地
中
に
染
み
出
し
、
地
下
水
を
汚
染

す
る
な
ど
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
旦
汚
染
さ
れ
る
と
、
元
の
環
境

状
態
に
戻
す
の
に
長
い
時
間
と
莫
大

な
費
用
が
か
か
り
経
済
的
な
損
失
も

計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
法
投
棄
は
未
然
防

止
と
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
な
こ

と
か
ら
、
福
島
県
で
は
６
月
と
９
月

を
不
法
投
棄
防
止
月
間
と
定
め
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
不
法
投

棄
の
未
然
防
止
に
向
け
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
庁
生
活
環
境
部
産
業
廃
棄
物
課

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
2
5
9

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
の
方
々
に
労
働
保
険
料

（
前
年
度
確
定
保
険
料
と
当
年
度
概

算
保
険
料
）
の
申
告
・
納
付
手
続
き

を
自
主
的
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日
㈬
で

す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島

労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

労
働
局
法
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
4-

5
3
6-

4
6
0
7

　

県
内
で
警
察
官
を
名
乗
る
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
審
電

話
・
不
審
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
電
話
に
は
注
意
！

・
あ
な
た
の
口
座
が
振
り
込
め
詐
欺

グ
ル
ー
プ
に
使
わ
れ
た
の
で
、
銀
行

協
会
に
連
絡
し
て
凍
結
し
ま
す
。

・
個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
ま
す
。

・
あ
な
た
の
口
座
が
詐
欺
罪
に
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、
口
座
を
凍
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
電
話
、
不
審
者
の
来
訪
に
は
、

次
の
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
不
審
電
話
対
策

・
警
察
官
や
県
職
員
、
金
融
機
関
関

係
者
が
電
話
で
口
座
情
報
を
聞
き
出

す
こ
と
は
な
い
の
で
、
絶
対
に
教
え

な
い
。

・
相
手
が
申
し
立
て
た
名
前
や
連
絡

先
を
メ
モ
し
、
実
在
の
会
社
、
人
物

で
あ
る
か
確
認
す
る
。

○
不
審
者
来
訪
対
策

・
警
察
官
を
含
め
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
自
宅
に
出
向
い
て
預

か
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
絶

対
に
預
け
な
い
。

　

不
審
電
話
を
受
け
た
時
や
、
口
座

の
こ
と
で
不
審
者
が
自
宅
を
訪
問
し

て
き
た
ら
す
ぐ
に
警
察
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

石
川
警
察
署
刑
事
課

☎
0
2
4
7-

2
6-

2
1
9
1

　

暴
走
行
為
、
過
積
載
を
目
的
と
し

た
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅
か
し

道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音

等
の
環
境
悪
化
の
要
因
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
自
動
車
部
品
の

取
付
け
や
取
外
し
に
よ
る
保
安
基
準

に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
、
違
法
で

あ
る
と
の
認
識
が
な
い
ま
ま
に
改
造

を
行
っ
て
い
る
使
用
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
排
除
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
両
の

安
全
確
保
・
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、

６
月
に
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
展
開
し
、
強
化
月
間
と
し

て
国
土
交
通
省
及
び
自
動
車
関
係
32

団
体
で
構
成
す
る
「
不
正
改
造
防
止

推
進
協
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
機
関
と
協
力
し
重
点
的
に
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸

支
局
検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

☎
0
2
4-

5
4
6-

0
3
4
2

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

電
波
利
用
環
境
保
護

　

周
知
啓
発
強
化
期
間

不
法
投
棄
防
止

　
　
　
　
　

強
化
月
間

放
送
大
学

　

10
月
生
の
募
集

不
正
改
造
車
を
排
除

　
　
　
　
　

強
化
月
間

その他

ストップ・ザ・不正改造



◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

八木沼正雄

星野ナツヨ

矢吹　　啓

近藤キヌヨ

佐藤　ミエ

93歳

88歳

76歳

81歳

89歳

小　貫

本町１区

本町１区

荒　町

山白石６区

女

女

女

男

男

男

男

隆広 明美

友朗 楓

幸雄 喜美子

洋一 綾花

隆行 早苗

裕之 綾子

道勧 由里

矢吹　　翔

金澤　宏太

鈴木　颯介

相田　莉子

川音　瑠華

沼田　遥風

荒　町

松野入

東大畑２区

大　草

里白石

簑　輪

中 里

かける

こう た

そうすけ

り こ

る な

はる か

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

【問い合わせ】　郡山年金事務所　☎024-932-3434
　　　　　　　　役場住民課　　　☎36-4124

・６月１３日（木）…本会議（提案理由の説明）
・６月１４日（金）…本会議（一般質問）
・６月１７日（月）…本会議（議案の審議）
※議会は傍聴することができます。

平成25年第１回議会定例会を次の日程で
行う予定です。

鈴木　はな

19　広報あさかわ　2013.6

図書室に新刊が入りました。ゆっくり本を読んでみませんか?
　開室時間　月～金　８：３０～１７：００
　　　　　　第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎３６-２１３４

○ママからの伝言 ゆりちかへ（テレニン晃子/書肆侃侃房） ○続 田辺聖子の古典まんだら 一葉、晶子、芙美子（田辺聖子/
新潮社） ○死の淵を見た男 吉田昌朗と福島第一原発の五〇〇日（門田隆将/PHP研究所） ○自然素材のバスケタリー（真
木雅子/マコー社） ○太らないおかず142（牧野直子監修/角川マガジンズ） ○ボクと大地（大山いづみ/第一資料印刷株式
会社） ○子ぐものいのり（久留島武彦/幻冬舎ルネッサンス） ○うみのそこのてんし（松宮敬治/BL出版） ○ぐうたら道を
はじめます （たきしたえいこ/BL出版） ○ 小学生のための言志四緑（NPO法人いわむら一斎塾編/PHP研究所）

中央公民館　図書室からのお知らせ

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

　老齢基礎年金は、原則として65歳から受けることができますが、
希望すれば60歳から65歳になるまでの間でも繰り上げて受けるこ
とができます。
　しかし、繰上げ支給の請求をした時点（月単位）に応じて年金が
減額され、その減額率は一生変わりません。
　繰上げ方法には全部繰り上げと一部繰り上げがあり、繰上げ支給
の老齢基礎年金を受けても特別支給の老齢厚生年金は支給され、繰
上げ支給の老齢基礎年金は、全部繰り上げ又は一部繰り上げのどち
らかを選べることになっています。

①国民年金に任意加入中の方は繰り上げ請求出来ません。また、繰
　り上げ請求後に任意加入することはできず、保険料を追納するこ
　ともできなくなります。
②受給権は請求書が受理された日に発生し、年金は受給権が発生し
　た月の翌月分から支給されます。受給権発生後に繰り上げ請求を
　取り消したり、変更したりすることはできません。
③老齢基礎年金を全部繰り上げて請求する場合、特別支給の老齢厚
　生（退職共済）年金のうち基礎年金相当額の支給が停止されます。
　ただし、報酬比例部分は支給されます。
④老齢基礎年金を繰り上げて請求した後は、寡婦年金は支給されま
　せん。また、既に寡婦年金を受給されている方については、寡婦
　年金の権利がなくなります。
⑤老齢基礎年金を繰り上げて請求した場合、65歳になるまで遺族
　厚生年金・遺族共済年金を併給できません。
⑥老齢基礎年金を繰り上げて請求すると、次の減額率に応じて生涯
　減額されます。このため、受給期間の長短により、繰上げ請求し
　ない場合よりも受給総額が減少する場合があります。

減少率=0.5％×繰上げ請求月から65歳になる月の前月までの月数

老齢基礎年金の繰り上げ受給について

～浅川町議会事務局よりお知らせ～

【ご存知ですか？老齢基礎年金繰り上げ受給】

全部繰り上げを請求される際は注意事項があります。

請求時の年齢 

60歳 

61歳 

62歳 

63歳 

64歳 

0カ月

30.0

24.0

18.0

12.0

6.0

1カ月

29.5

23.5

17.5

11.5

5.5

2カ月

29.0

23.0

17.0

11.0

5.0

3カ月

28.5

22.5

16.5

10.5

4.5

4カ月

28.0

22.0

16.0

10.0

4.0

5カ月

27.5

21.5

15.5

9.5

3.5

6カ月

27.0

21.0

15.0

9.0

3.0

7カ月

26.5

20.5

14.5

8.5

2.5

8カ月

26.0

20.0

14.0

8.0

2.0

9カ月

25.5

19.5

13.5

7.5

1.5

10カ月

25.0

19.0

13.0

7.0

1.0

11カ月

24.5

18.5

12.5

6.5

0.5

【繰上げ減額率早見表】

年金だより年金だより
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平成２６年度浅川町職員採用候補者試験のお知らせ

試験職種及び
採用予定人員

試験期日

試験会場

受験資格

試験の方法

受付期間

そ の 他

一般事務（大学卒程度）　若干名

福島大学（福島市金谷川１番地）

昭和５９年４月２日から平成４年４月１日に生まれた者。
（学歴は問いません。）

平成２５年５月３０日（木）から同６月２８日（金）まで。
ただし、執務時間中に限ります。

申込書及び募集要項は役場総務課に備えてあります。
※募集要項は町ホームページからも閲覧することができます。
　http://www.town.asakawa.fukushima.jp
二次試験については合格者に別途通知します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】 総務課　☎36-4121

大学卒程度で次により行います。
【教養試験】
　職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験及び
適性検査を行います。

平成２５年７月２８日（日）　受 付　９：００～９：３０
教養試験　１０：００～１２：００
適性試験　１３：００～１４：００



◆おくやみ申し上げます◆
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　厚生年金・遺族共済年金を併給できません。
⑥老齢基礎年金を繰り上げて請求すると、次の減額率に応じて生涯
　減額されます。このため、受給期間の長短により、繰上げ請求し
　ない場合よりも受給総額が減少する場合があります。

減少率=0.5％×繰上げ請求月から65歳になる月の前月までの月数

老齢基礎年金の繰り上げ受給について

～浅川町議会事務局よりお知らせ～

【ご存知ですか？老齢基礎年金繰り上げ受給】

全部繰り上げを請求される際は注意事項があります。

請求時の年齢 

60歳 

61歳 

62歳 

63歳 

64歳 

0カ月

30.0

24.0

18.0

12.0

6.0

1カ月

29.5

23.5

17.5

11.5

5.5

2カ月

29.0

23.0

17.0

11.0

5.0

3カ月

28.5

22.5

16.5

10.5

4.5

4カ月

28.0

22.0

16.0

10.0

4.0

5カ月

27.5

21.5

15.5

9.5

3.5

6カ月

27.0

21.0

15.0

9.0

3.0

7カ月

26.5

20.5

14.5

8.5

2.5

8カ月

26.0

20.0

14.0

8.0

2.0

9カ月

25.5

19.5

13.5

7.5

1.5

10カ月

25.0

19.0

13.0

7.0

1.0

11カ月

24.5

18.5

12.5

6.5

0.5

【繰上げ減額率早見表】

年金だより年金だより
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7
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21

28

1

8

15

22

29

5/26

2

9

16

23

30

5/27

3

10

17

24

7/1

5/28

4

11

18

25

7/2

5/29

5

12

19

26

7/3

5/30

6

13

20

27

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

　（公民館）図○

　（公民館）
奉仕作業（山保）
図○

今

月の
笑顔

山田光一さん（簑輪）

今月の笑
顔

緑川好子さん（本町一区）

防犯教室（浅・山小）
にこにこ広場
（浅保）

第１７回花火の里
浅川ロードレース
大会
　浅川南診療所
（浅川町）
☎３６ー３３０２
　あらまちクリニック
（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

股関節脱臼検査
（石川町保セ）

歯科健康教室
（山小）

歯科検診（幼稚園）

修学・学習旅行
（浅小）
避難訓練・弁当の日
（浅保）

見学学習（里小）
引渡し訓練
（浅保）
親子遠足（山保）

授業参観（浅小）
身体測定（山保）

二種混合予防接種
（浅小）
宿泊学習～13日（山小）
つどいの広場
育児相談
たんぽぽお話会（浅保）

3～4か月児健診
（保セ）
年長保育自由参観・
親子給食会【ぽ】
（幼稚園）
幼年消防入団式
（浅保）

内科検診（幼稚園）

虫歯予防（幼稚園）
絵本読み聞かせ会
（山保）

プール開き（山小）宿泊学習～21日ま
で（里小）
わくわくタイム
（山小）
なんでも法律相談
（福セ）
人形劇鑑賞会・お
弁当の日（幼稚園）

こころの健康相談
（保セ）
交通指導（幼稚園）
身体測定（浅保）
プール開き（山保）

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

もぐもぐ教室
（保セ）

衣替え
家庭訪問
～10日まで（浅小）
交流活動
（里・山小）

防犯教室（里小）

広報発行日

広報発行日

年長保育自由参観・
親子給食会【い】
（幼稚園）
幼年消防クラブ入
団式（山保）

歯みがき指導
（山保）

３歳児健診（保セ）
誕生会（浅保）

壮年ソフト・家庭
バレーボール大会
兼県民スポーツ大会
浅川町大会
　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎３７ー１５４４
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

6月の主な行事予定

みんなで絆ごう笑顔リレー

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

つな

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター
内の休日夜間急病診療所で診察しています。
　須賀川市諏訪町６７-１ ☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必
　ず事前に電話で確認をしてください。

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

資源：A地区  ～荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
不燃：B地区  ～上記以外の区域
※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２０件
１件
２件

４月の４月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,９４３人
３,４７６人
３,４６７人
２,１７４世帯

（＋６）
（±０）
（＋６）
（＋３４）

（５月１日現在）

【忘れずに納付してください。】
各種納税等は便利な口座振替をご
利用ください。
詳しくは税務課 ☎36-4122まで

今月の納期 6月27日（木）
町民税　　　１期




